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医療機関(病続・診療所)の目的は、良質の医療を国民に提供し、国民の健康、福祉に

寄与することである。良質の医療の提供とは、健全な医療機関の経営を基礎としている。

しかし、無床診療所、特に歯科診療所の経営状態は厳しい内容が示されている。そこで、

歯科診療所を研究対象とし、「組織有効性」に関する実証研究を実施したロ

本研究の目的は、「管理者行動Jr従業員Jr組織構造Jr戦略」を歯科診療所の組織構成

要素と考え、優れた歯科診療所の特性を体系化するために次のような調査課題を設定した。

①第u士、歯科診療所の組織構成要素聞の関係とその要因及び組織有効性との関係の明

長在イ七

②第2は、管理者行動に影響している組j織要因の明確化

③第3は、組織有効性に影響する管理者行動及び、組織要因の体系的な見解である。

この目的を達成するために、北海道歯科医師会会員に対するアンケートを実施し、統計

約分析により結論を導く実証研究を行った。

その結果、管理者行動により組織有効性は異なる結果が示され、その要阪は、歯科診療

所の組織構成要素の管理者の採用の違いによることを発見した。また、歯科診療所の組織

構成要素である「従業員管理」と「組織特性」との関係が明確になり、「従業員管理Jr組

織特性Jが「戦略的運営jに影響を与え、「戦絡的運営」が「組織有効性」に影響を与えて

いることが検証された。

これらの結果から、理論的インプリケーションは、管理者行動論に対する新しい分紡

視点の提示とし寸貢献を示した。実践への提言においても、組織構成要素が向上すること

によって、歯科診療所の組織有効性が向上することを Potentialforceを使って提言してい

る。


